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樹中毅君学位請求論文審査報告

特
別
記
事

樹
中
毅
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
樹
中
毅
君
提
出
の
博
士
学
位
請
求
論
文
「
中
国
国
民
党
の
政
治
と

蒋
介
石
の
台
頭
」
の
構
成
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
第
1
章

第
一
部

　
第
2
章

　
第
3
章

　
第
4
章

第
二
部

　
第
5
章

第
6
章

第
7
章

　
序
論
i
中
国
国
民
党
の
政
治
と
蒋
介
石

蒋
介
石
の
台
頭
を
巡
る
政
治
的
不
安
定
の
構
造

　
孫
文
没
後
の
党
内
権
力
継
承
と
「
左
派
」
蒋
介
石
の
台
頭

　
国
民
革
命
期
か
ら
訓
政
時
期
に
お
け
る
蒋
介
石
の
独
裁
政

　
治
と
政
治
的
不
安
定
の
構
造

　
南
京
国
民
政
府
統
治
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
形
骸
化

国
民
党
支
配
の
制
度
化
と
安
内
撰
外
の
政
策
過
程

　
”
強
い
権
威
主
義
的
支
配
と
弱
い
レ
ー
ニ
ン
主
義
党
〃
ー

　
軍
事
委
員
会
委
員
長
南
昌
行
営
と
南
京
国
民
政
府
の
地
方

　
へ
の
権
力
浸
透
ー

　
安
内
撰
外
戦
略
と
中
国
国
民
党
の
政
策
決
定
過
程

　
結
論
　
蒋
介
石
に
よ
る
権
威
主
義
的
軍
事
支
配
の
構
造
と

特
徴

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

　
今
日
、
中
国
と
台
湾
に
お
け
る
政
治
状
況
の
変
化
に
伴
い
、
蒋
介

石
と
彼
が
作
り
出
し
た
政
治
体
制
の
研
究
が
完
全
に
政
治
か
ら
自
由

で
な
い
に
し
て
も
、
そ
の
評
価
は
過
去
に
比
べ
て
事
実
を
重
視
し
て

よ
り
客
観
的
、
全
面
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
樹
中
毅
君
の

研
究
は
こ
の
よ
う
な
時
流
に
乗
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
の

よ
う
な
研
究
の
発
展
を
先
取
り
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
一

九
八
O
年
代
初
頭
よ
り
発
展
し
て
き
た
わ
が
国
に
お
け
る
中
華
民
国

史
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
中
国
国
民
党
あ
る

い
は
中
国
共
産
党
中
心
の
中
国
近
代
政
治
史
研
究
の
偏
り
を
是
正
し

よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。
蒋
介
石
指
導
下
の
国
民
党
の
研
究
は

ま
さ
に
中
華
民
国
史
の
中
心
的
課
題
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、

同
君
は
本
論
文
に
お
い
て
多
く
の
問
題
の
分
析
を
通
し
て
通
説
に
挑

戦
を
試
み
て
い
る
。

　
第
1
章
の
序
論
は
、
本
論
文
全
体
の
分
析
枠
組
を
提
示
す
る
。

　
本
論
文
が
分
析
対
象
と
す
る
の
は
、
一
九
二
五
年
の
孫
文
の
死
か

ら
一
九
三
七
年
の
盧
溝
橋
事
件
勃
発
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

国
民
革
命
期
の
後
半
か
ら
訓
政
時
期
に
い
た
る
期
間
で
も
あ
る
。
樹

中
君
は
こ
の
間
に
発
生
し
た
一
連
の
国
家
の
分
裂
、
ク
ー
デ
タ
ー
、
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対
抗
エ
リ
ー
ト
の
排
除
、
内
戦
、
外
敵
の
挑
戦
な
ど
を
「
政
治
変

動
」
と
捉
え
、
そ
こ
に
現
れ
た
不
安
定
な
政
治
構
造
と
そ
の
な
か
か

ら
台
頭
し
て
き
た
蒋
介
石
指
導
下
の
国
民
党
の
政
治
を
解
明
し
よ
う

と
す
る
。

「
変
動
」
は
、
三
つ
の
レ
ベ
ル
で
分
析
さ
れ
る
。
「
党
内
派
閥
政
治
、

国
内
軍
権
政
治
、
国
家
間
権
力
政
治
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
「
党
内
派

閥
政
治
」
と
は
、
、
国
民
党
内
の
政
治
路
線
、
地
位
を
巡
る
権
力
闘
争
、

革
命
に
お
け
る
経
歴
な
ど
を
基
礎
に
し
て
形
成
さ
れ
た
派
閥
対
立
を

意
味
す
る
。
「
国
内
軍
権
政
治
」
と
は
、
地
方
に
基
盤
を
持
つ
軍
事

勢
力
の
蒋
介
石
指
導
下
の
中
央
に
対
す
る
挑
戦
で
あ
る
。
「
国
家
軍

権
政
治
」
と
は
、
日
本
を
初
め
と
す
る
列
強
の
中
国
侵
略
に
対
す
る

抵
抗
と
そ
の
国
内
政
治
と
の
関
連
を
意
味
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
分
析
を
通
じ
て
、
樹
中
君
は
「
国
民
党
統
治
下
の
『
中

華
民
国
』
は
、
決
し
て
独
裁
国
家
と
は
言
え
ず
、
む
し
ろ
そ
の
実
態

は
、
蒋
介
石
個
人
の
カ
リ
ス
マ
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
軍
事
力
に
基

礎
を
お
き
、
全
体
主
義
政
治
と
も
民
主
主
義
政
治
と
も
異
な
る
権
威

主
義
的
支
配
の
特
徴
を
備
え
て
い
た
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

す
る
。
同
君
は
、
そ
の
研
究
を
通
し
て
歴
史
研
究
と
政
治
学
の
成
果

を
結
合
し
よ
う
と
す
る
努
力
を
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

　
本
論
部
の
第
一
の
課
題
は
、
弱
体
な
国
民
党
の
支
配
を
通
し
て
台

頭
し
て
き
た
蒋
介
石
の
支
配
の
構
造
的
特
徴
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ

る
。
樹
中
君
は
、
弱
体
な
国
民
党
の
支
配
を
「
不
安
定
」
な
政
治
構

造
と
呼
ぶ
。
一
九
二
五
年
三
月
国
民
党
の
偉
大
な
指
導
者
で
あ
る
孫

文
の
死
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
権
威
の
空
白
を
埋
め
る
こ
と
の
で

き
る
単
一
の
指
導
者
は
国
民
党
内
に
存
在
し
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
失
わ
れ
た
大
き
な
政
治
的
権
威
は
党
内
の
複
数
の
指
導
者
に
よ

っ
て
分
有
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
国
民
党
内
に

お
け
る
集
団
指
導
体
制
の
形
成
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
集
団
指
導

体
制
は
安
定
せ
ず
、
党
内
の
権
力
対
立
を
生
み
出
し
た
。

　
第
2
章
は
、
一
九
二
五
年
三
月
の
孫
文
の
死
か
ら
二
七
年
七
月
の

分
裂
に
至
る
国
共
合
作
時
期
の
権
力
の
「
不
安
定
」
、
そ
こ
か
ら
台

頭
し
て
き
た
蒋
介
石
の
権
力
を
主
と
し
て
党
内
派
閥
政
治
の
レ
ベ
ル

か
ら
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
一
連
の
国
共
合
作
の
政
治
過
程
は
「
不
安
定
」
な
も
の
で
あ
っ
た
。

樹
中
君
は
、
分
析
の
対
象
と
し
て
膠
仲
榿
の
暗
殺
、
中
山
艦
事
件
、

国
民
党
二
期
二
中
全
会
と
三
中
全
会
、
四
・
一
ニ
ク
ー
デ
タ
ー
、
武

漢
・
南
京
両
国
民
政
府
の
対
立
な
ど
を
取
り
上
げ
る
。
著
者
は
、
原

資
料
に
基
づ
き
こ
れ
ら
の
過
程
を
詳
細
に
た
ど
っ
て
い
る
が
、
共
産

党
を
含
む
国
民
党
内
派
閥
の
権
力
対
立
の
た
め
に
権
力
の
集
中
と
安
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定
が
も
た
ら
さ
れ
な
か
っ
た
過
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
樹
中
君
が
以
上
の
分
析
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
た
見
解
の
な
か
で

注
目
す
べ
き
一
つ
の
点
は
、
国
民
党
内
の
派
閥
対
立
が
左
右
の
政
治

路
線
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
基
づ
く
と
い
う
従
来
の
観
点
を
斥
け
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
左
派
の
注
精
衛
、
中
間
派
の
蒋
介
石
、
右
派
の
胡

漢
民
も
、
党
と
革
命
運
動
に
お
け
る
指
導
権
が
確
保
さ
れ
る
か
ぎ
り

連
ソ
容
共
政
策
、
大
衆
運
動
に
対
す
る
指
導
に
お
い
て
一
致
し
得
た

の
で
あ
る
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
蒋
介
石
を
江
精
衛
か
ら
区
別
す

る
基
準
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
に
同
君
は
、
国
共
合
作
に
お

い
て
連
ソ
容
共
、
大
衆
運
動
支
持
に
傾
い
た
蒋
介
石
を
所
謂
「
左

派
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
党
内
派
閥
対
立
を
ど
の
よ

う
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
樹
中
君
は
、
こ
の

点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
国
民
党
内
の
左
右
派
は
、

必
ず
し
も
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
政
策
的
対
立
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
も
の

で
は
な
か
っ
た
…
…
。
む
し
ろ
一
九
二
五
年
か
ら
一
九
二
七
年
に
か

け
て
見
ら
れ
た
国
民
党
の
指
導
エ
リ
ー
ト
の
、
孫
文
に
よ
り
近
か
っ

た
と
い
う
自
分
の
革
命
歴
を
競
い
、
頑
な
に
三
民
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
解
釈
の
正
統
性
を
主
張
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
孫
文
の
正
統
的
後

継
者
と
し
て
の
地
位
を
主
張
す
る
」
こ
と
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
た
。

党
内
派
閥
対
立
が
政
策
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
よ
り
も
、
孫
文
の
後
継
問

題
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
そ
の
も
の
で
は
な
く
そ
の
解
釈
の
正
統
性
を
巡

る
対
立
が
国
民
党
の
弱
体
で
、
「
不
安
定
」
な
権
力
構
造
の
主
要
な

要
因
で
あ
っ
た
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
挑
戦
す
る
同
君
独
自

の
主
張
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き
て
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
本
論
文
全
体

を
貫
く
重
要
な
主
張
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

　
第
3
章
は
、
一
九
二
七
年
の
国
共
合
作
分
裂
か
ら
一
九
三
一
年
の

訓
政
時
期
約
法
制
定
ま
で
の
時
期
を
扱
う
。
こ
の
時
期
の
国
民
党
の

政
治
は
、
一
面
で
は
国
共
合
作
時
期
の
構
造
を
引
き
ず
り
つ
つ
、
他

面
で
は
一
九
二
八
年
六
月
の
北
伐
の
完
成
に
よ
る
］
応
の
全
国
統
一

と
い
う
新
し
い
課
題
に
直
面
し
た
。
樹
中
君
は
、
北
伐
の
完
成
を
、

国
民
党
が
こ
れ
ま
で
軍
閥
が
支
配
し
て
い
た
中
華
民
国
の
正
統
性
を

そ
の
ま
ま
引
き
継
ぎ
、
そ
こ
に
孫
文
の
訓
政
理
論
に
基
づ
き
党
・
国

家
の
支
配
を
打
ち
立
て
よ
う
と
す
る
試
み
の
出
発
点
と
見
な
し
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
政
治
過
程
は
「
不
安
定
」
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
樹
中
君
は
こ
の
過
程
に
お
け
る
国
民
党
内
の
主
要
な
対
立
と
し
て
、

一
九
二
七
年
の
寧
漢
（
南
京
・
武
漢
）
対
立
、
中
央
特
別
委
員
会
の

成
立
と
瓦
解
、
一
九
二
八
年
の
改
組
派
の
結
成
、
一
九
二
八
年
の
反

蒋
派
を
排
除
し
た
党
三
全
大
会
、
一
九
三
〇
年
の
北
平
拡
大
会
議
、

一
九
］
一
二
年
の
広
州
非
常
会
議
な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

反
共
化
し
た
国
民
党
に
対
す
る
中
共
の
挑
戦
も
こ
の
対
立
の
過
程
の

な
か
に
含
ま
れ
て
い
た
。
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蒋
介
石
は
こ
の
時
期
孫
文
の
訓
政
時
期
の
理
論
に
基
づ
き
国
家
に

対
す
る
党
の
独
裁
的
支
配
、
そ
し
て
党
内
に
お
け
る
自
ら
の
独
裁
的

地
位
の
確
立
を
追
求
し
た
。
樹
中
君
は
、
「
訓
政
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と

は
、
要
す
る
に
人
民
に
将
来
の
自
由
と
民
主
を
約
束
し
な
が
ら
、
民

主
政
治
（
憲
政
）
へ
の
安
定
的
な
移
行
を
保
証
す
る
た
め
、
過
渡
期

に
お
け
る
独
裁
統
治
の
必
要
性
を
肯
定
す
る
思
想
」
で
あ
る
と
考
え

る
。
同
君
の
解
釈
の
注
目
す
べ
き
点
は
、
「
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、

訓
政
時
期
約
法
の
制
定
に
お
け
る
蒋
介
石
の
独
裁
強
化
の
側
面
に
注

目
す
る
あ
ま
り
、
約
法
制
定
に
込
め
ら
れ
て
い
る
一
定
の
『
民
主

化
』
の
意
味
を
軽
視
し
て
き
た
」
こ
と
を
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
観
点
は
、
今
日
的
観
点
か
ら
し
て
興
味
深
い
。

　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
民
党
の
支
配
は
安
定
し
な
か
っ
た
の

は
な
ぜ
か
。
樹
中
君
は
、
一
九
二
八
年
の
張
学
良
に
よ
る
「
易
幟
」

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
北
伐
完
成
後
に
お
い
て
地
方
の
軍
事
指
導

者
が
ひ
と
ま
ず
中
央
に
忠
誠
を
誓
っ
た
も
の
の
、
実
質
的
に
は
そ
の

勢
力
を
温
存
し
て
い
た
政
治
構
造
の
中
に
支
配
の
不
安
定
の
原
因
が

あ
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
地
方
勢
力
が
結
集
し
て
蒋
介
石
に
挑
戦

し
た
最
大
の
動
き
は
、
一
九
三
〇
年
の
北
平
拡
大
会
議
の
召
集
で
あ

っ
た
。
同
君
は
、
こ
の
対
立
を
「
国
家
の
統
治
者
と
し
て
南
京
中
央

の
『
支
配
の
制
度
化
』
を
目
指
す
蒋
介
石
と
、
地
方
各
省
の
実
質
的

支
配
者
で
あ
っ
た
大
小
の
軍
閥
（
…
…
）
と
の
間
の
『
国
家
資
源
の

分
配
』
を
巡
る
闘
争
」
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
地
方
勢
力
が
国
民
党

支
配
の
不
安
定
を
も
た
ら
し
た
と
す
る
見
解
は
従
来
か
ら
認
め
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
論
文
の
評
価
す
べ
き
点
は
、
こ
の
よ
う

な
対
立
を
政
策
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
収
敏
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
党
・

国
家
の
指
導
権
、
資
源
の
再
分
配
を
巡
る
闘
争
と
し
て
捉
え
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
第
2
章
で
示
さ
れ
た
国
共
合
作
時
期
に
お

け
る
党
内
派
閥
対
立
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
反
蒋

介
石
勢
力
が
掲
げ
た
「
民
主
化
」
の
要
求
も
、
こ
の
よ
う
な
枠
組
の

な
か
で
理
解
さ
れ
る
。
同
時
に
、
蒋
介
石
の
反
共
も
、
国
民
革
命
に

お
け
る
指
導
権
へ
の
挑
戦
と
見
な
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
中
共
が

挑
戦
を
止
め
た
時
、
反
共
政
策
そ
れ
自
体
が
転
換
す
る
可
能
性
を
示

唆
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

　
蒋
介
石
は
と
も
か
く
一
九
三
〇
年
代
初
頭
に
党
内
外
の
対
立
を
乗

り
切
っ
て
党
・
国
家
の
な
か
で
台
頭
し
て
き
た
。
樹
中
君
が
次
に
取

り
組
ん
だ
問
題
は
、
い
か
な
る
手
段
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
権
力
を
強

化
・
制
度
化
・
安
定
化
し
て
い
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
蒋
介
石
は
一
九
三
二
年
－
三
八
年
の
時
期
に
権
力
を
強
化
し
て
い

く
わ
け
で
あ
る
が
、
第
4
章
に
お
い
て
樹
中
君
は
、
蒋
の
権
力
強
化

の
手
段
の
特
徴
が
党
の
正
式
の
組
織
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
彼
に
個
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人
的
忠
誠
を
誓
う
非
公
式
組
織
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
注
目

す
べ
き
結
論
を
導
き
出
し
て
い
る
。

　
訓
政
時
期
に
お
い
て
、
国
民
党
と
国
民
政
府
を
結
ぶ
中
央
政
治
会

議
が
公
式
の
組
織
上
「
最
高
政
策
決
定
機
構
」
て
あ
っ
た
。
し
か
し
、

党
内
派
閥
の
対
立
の
た
め
に
こ
の
よ
う
な
公
式
の
組
織
が
本
来
の
機

能
を
発
揮
し
得
な
か
っ
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
樹

中
君
は
蒋
介
石
が
指
導
し
た
非
公
式
組
織
と
し
て
、
一
九
三
二
年
三

月
に
設
立
さ
れ
た
三
民
主
義
力
行
社
（
藍
衣
社
）
と
三
三
年
五
月
に

組
織
さ
れ
た
軍
事
委
員
会
南
昌
行
営
を
取
り
上
げ
る
。
こ
こ
に
、
蒋

介
石
政
権
に
関
す
る
本
研
究
の
重
要
な
特
徴
が
あ
る
。

　
力
行
社
は
、
蒋
介
石
が
か
つ
て
校
長
を
し
て
い
た
黄
捕
軍
官
学
校

卒
業
生
が
主
体
と
な
り
、
唯
一
に
し
て
最
高
の
領
袖
・
蒋
介
石
に
忠

誠
を
誓
う
集
団
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
厳
格
な
組
織
と
紀
律
を

重
視
し
、
領
袖
独
裁
を
掲
げ
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
「
技
術
」
に
も
共
鳴

し
て
い
た
。
共
産
党
討
伐
の
た
め
に
江
西
省
南
昌
に
設
立
さ
れ
た
軍

事
委
員
長
行
営
は
、
蒋
介
石
が
直
系
部
隊
を
投
入
し
、
党
・
政
の
権

力
を
他
省
に
浸
透
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
樹
中
君
は
、

「
南
昌
行
営
で
は
、
軍
事
政
策
の
決
定
は
も
と
よ
り
、
政
治
、
経
済
、

外
交
、
教
育
な
ど
国
家
政
策
全
般
を
実
質
的
に
決
定
し
て
い
た
」
と

位
置
づ
け
、
そ
の
過
程
を
分
析
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
公
式
の
組
織
を
飛
び
越
え
た
蒋
介
石
の
権
力
行
使
に
よ

っ
て
、
国
民
党
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
三
民
主
義
が
そ
の
機
能

を
失
っ
て
い
っ
た
。
樹
中
君
は
、
こ
の
現
象
を
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の

形
骸
化
」
と
呼
ぶ
。
こ
れ
は
、
本
論
文
に
お
け
る
著
者
の
重
要
な
指

摘
の
一
つ
で
あ
る
。
三
民
主
義
は
儒
教
的
価
値
と
結
び
つ
け
ら
れ
、

か
つ
て
持
っ
て
い
た
革
命
性
を
希
薄
化
さ
せ
た
。
一
九
三
四
年
に
蒋

介
石
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
「
新
生
活
運
動
」
は
そ
の
延
長
線
上
に

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
本
章
の
評
価
と
し
て
、
次
の
二
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
一
つ

は
、
樹
中
君
が
力
行
社
の
指
導
者
の
一
人
で
あ
っ
た
存
命
中
の
膝
傑

氏
に
精
力
的
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
こ
の
組
織
に
関
す
る
多
く

の
事
実
を
解
明
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
ひ
と
つ
の
問
題
は
、

著
者
自
身
も
意
識
し
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
蒋
介
石
を
支
え
た

も
う
一
つ
の
秘
密
組
織
で
あ
る
C
・
C
系
が
分
析
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
で
あ
る
。
蒋
介
石
の
非
公
式
組
織
に
基
づ
く
支
配
を
実
証
す
る
た

め
に
は
力
行
社
の
分
析
だ
け
で
十
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ

な
い
が
、
国
民
党
の
政
治
に
お
け
る
力
行
社
と
C
・
C
系
と
の
対
抗

が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
組
織
に

対
す
る
分
析
も
必
要
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
指
摘
し
て
お
き

た
い
。

　
第
5
章
は
、
前
章
で
提
示
さ
れ
た
蒋
介
石
の
軍
事
委
員
会
南
昌
行

営
の
権
力
が
い
か
に
し
て
全
国
に
浸
透
し
、
制
度
化
さ
れ
て
い
っ
た
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か
と
い
う
問
題
を
実
証
的
に
扱
っ
て
い
る
。
南
昌
行
営
の
直
接
的
目

的
は
、
共
産
党
討
伐
に
あ
っ
た
。
特
に
、
一
九
三
三
年
九
月
に
始
ま

る
、
ト
ー
チ
カ
作
戦
に
基
づ
く
第
5
回
共
産
党
討
伐
は
成
功
を
お
さ

め
た
。
行
営
に
お
い
て
党
・
軍
・
政
府
の
権
力
を
掌
握
し
た
蒋
介
石

は
、
軍
事
的
に
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
地
方
政
府
の
行
政
改
革
、
徴

税
、
幣
制
な
ど
を
通
し
て
地
方
へ
権
力
を
浸
透
さ
せ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
逆
の
面
か
ら
見
れ
ば
、
国
民
党
が
一
九
二
四
年
の
改

組
に
よ
っ
て
中
央
集
権
を
前
提
と
し
た
民
主
集
中
制
、
厳
し
い
紀
律
、

強
い
党
の
指
導
を
目
指
し
て
レ
ー
ニ
ン
主
義
的
政
党
と
し
て
再
出
発

し
よ
う
と
し
た
の
に
反
し
、
党
の
体
質
の
弱
体
化
で
あ
っ
た
、
と
い

う
の
が
樹
中
君
の
主
張
で
あ
る
。

　
第
6
章
は
、
樹
中
君
が
本
論
文
の
初
め
に
提
示
し
た
三
つ
の
分
析

レ
ベ
ル
の
う
ち
、
主
と
し
て
第
三
の
「
国
家
間
権
力
政
治
」
の
問
題

を
扱
っ
て
い
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
そ
れ
は
蒋
介
石
の
「
安
内
擁

外
」
政
策
の
問
題
で
あ
る
。
安
内
嬢
外
と
は
、
ま
ず
国
内
を
安
定
さ

せ
、
し
か
る
後
に
外
敵
を
撃
つ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、

一
九
三
〇
年
代
に
展
開
さ
れ
た
蒋
介
石
の
安
内
擁
外
政
策
は
、
ま
ず

国
内
の
共
産
党
を
討
伐
し
、
し
か
る
後
に
日
本
の
侵
略
と
対
決
す
る

政
策
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
蒋
介
石
の
対
日
不
抵
抗
政
策

を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
樹
中
君
は
、
こ
の
よ
う
な
「
通
説
」
に
挑

戦
す
る
。

　
蒋
介
石
に
よ
る
安
内
撰
外
政
策
の
表
明
は
一
九
三
一
年
七
月
に
始

ま
る
が
、
九
月
の
満
州
事
変
勃
発
後
も
こ
の
政
策
に
変
化
が
な
か
っ

た
。
樹
中
君
は
蒋
介
石
の
こ
の
よ
う
な
態
度
が
単
に
そ
の
反
共
主
義

に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
よ
り
広
く
国
内
の
政
治
権
力

構
造
か
ら
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
同
君
は
、

「
『
安
内
』
の
対
象
は
中
共
に
限
定
さ
れ
た
訳
で
は
な
く
、
党
内
反
蒋

派
［
広
州
非
常
会
議
］
や
地
方
軍
閥
も
国
家
の
統
一
を
妨
げ
る
対
象

と
し
て
中
共
と
同
列
に
扱
わ
れ
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

安
内
撰
外
が
単
に
反
共
の
た
め
で
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ

こ
に
同
君
の
立
論
の
特
徴
が
あ
る
。

　
樹
中
君
は
、
一
九
三
〇
年
末
に
始
ま
る
蒋
介
石
の
共
産
党
討
伐
を

無
視
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
三
一
年
九
月
に
満
州
事
変
勃
発
時
の

国
民
党
内
の
権
力
対
立
は
日
本
の
侵
略
に
抵
抗
で
き
る
よ
う
な
状
態

に
は
な
か
っ
た
と
判
断
す
る
。
「
南
京
国
民
政
府
の
支
配
が
直
接
東

北
と
華
北
に
及
ん
で
い
な
か
っ
た
た
め
、
国
民
党
の
対
日
政
策
決
定

は
、
つ
ね
に
南
京
中
央
と
地
方
軍
閥
の
間
の
政
治
的
利
益
・
権
益
対

立
に
規
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
」
。
さ
ら
に
、
蒋
介
石
が
抗
日
戦

争
を
米
英
を
巻
き
込
ん
だ
第
二
次
世
界
大
戦
へ
転
化
さ
せ
よ
う
と
す

る
長
期
戦
略
を
考
え
て
い
た
こ
と
も
、
彼
の
当
面
の
抗
日
「
不
抵

抗
」
を
生
み
出
し
た
い
ま
ひ
と
つ
の
要
因
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、

安
内
撰
外
の
「
究
極
の
政
策
目
標
は
、
『
反
共
』
で
は
な
く
、
む
し
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ろ
国
家
の
分
裂
の
克
服
に
あ
っ
た
」
の
て
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
第

一
次
国
共
合
作
時
期
の
蒋
介
石
の
政
治
的
立
場
に
対
す
る
樹
中
君
の

見
解
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
。

　
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
蒋
介
石
か
国
家
的
統
］
を
優
先
す
る
か

ぎ
り
、
中
共
と
の
妥
協
も
可
能
て
あ
っ
た
。
樹
中
君
は
、
か
か
る
観

点
か
ら
一
九
三
五
－
三
六
年
の
時
期
に
お
け
る
国
共
両
党
間
の
秘
密

交
渉
の
過
程
を
解
明
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
九
三
六
年
の
西

安
事
件
が
共
産
党
討
伐
に
固
執
す
る
蒋
介
石
に
対
し
て
、
抗
目
を
求

め
て
中
共
と
通
じ
た
張
学
良
と
楊
虎
城
の
ク
ー
デ
タ
ー
で
あ
っ
た
と

す
る
従
来
の
解
釈
に
対
す
る
挑
戦
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で

は
蒋
介
石
の
中
共
に
対
す
る
軍
事
的
圧
力
は
国
共
合
作
の
た
め
の
交

渉
を
有
利
に
す
る
と
考
え
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
樹

中
君
の
こ
の
見
解
は
通
説
に
対
す
る
新
た
な
挑
戦
と
し
て
評
価
さ
れ

て
良
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

　
第
7
章
は
結
論
部
分
に
あ
た
る
。
樹
中
君
は
、
本
論
て
展
開
し
て

き
た
議
論
を
改
め
て
よ
り
体
系
的
に
展
開
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

こ
で
は
そ
れ
ら
を
繰
り
返
す
こ
と
は
し
な
い
。
本
論
文
の
評
価
す
べ

き
主
要
な
点
を
確
認
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
第
一
は
、
］
九
二
五
年
か
ら
一
二
七
年
に
至
る
ほ
ぽ
南
京
国
民
政
府

時
期
に
相
当
す
る
時
期
の
蒋
介
石
の
権
力
へ
の
台
頭
、
国
民
党
の
支

配
の
構
造
を
党
内
派
閥
対
立
、
中
央
と
地
方
の
対
立
、
国
家
間
の
対

立
の
三
つ
の
側
面
か
ら
分
析
し
、
成
功
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
第
二
は
、
蒋
介
石
の
政
治
に
お
け
る
国
家
統
一
の
目
標
に
高
い
優

先
順
位
を
見
出
し
、
そ
こ
を
起
点
に
こ
の
時
期
の
政
治
を
分
析
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
「
左
派
」
蒋
介
石
、
安
内
擁
外
政

策
に
対
す
る
独
自
の
解
釈
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
第
三
は
、
蒋
介
石
が
権
力
へ
の
台
頭
過
程
で
公
式
の
国
民
党
の
組

織
を
使
う
よ
り
は
、
非
公
式
組
織
と
非
公
式
エ
リ
ー
ト
に
よ
り
強
く

依
存
し
て
い
た
こ
と
を
実
証
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
蒋
介
石

個
人
の
問
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
国
民
党
の
支
配
の
在
り
方
を
も
象

徴
し
て
い
た
。
三
民
主
義
力
行
社
と
軍
事
委
員
会
南
昌
行
営
の
分
析

の
な
か
に
こ
の
よ
う
な
蒋
介
石
の
政
権
の
特
徴
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
第
四
は
、
国
民
党
の
モ
デ
ル
と
し
て
レ
ー
ニ
ン
主
義
的
政
党
な
ら

び
に
フ
ァ
シ
ス
ト
政
党
を
想
定
す
る
が
、
蒋
介
石
の
国
民
党
は
「
広

範
な
民
衆
を
運
動
に
動
員
・
組
織
化
し
、
強
力
な
宣
伝
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
継
続
と
組
織
的
動
員
に
よ
る
カ
リ
ス
マ
的
リ
ー
ダ
ー
へ
の
個
人

崇
拝
を
つ
く
り
出
す
た
め
の
厳
密
な
下
層
組
織
を
決
定
的
に
欠
い
て

い
た
」
点
に
そ
れ
ら
と
は
異
な
る
特
徴
が
あ
っ
た
。
先
に
述
べ
た
よ

う
に
樹
中
君
は
、
そ
れ
か
「
軍
事
力
に
基
礎
を
置
く
権
威
主
義
的
支

配
体
制
」
で
あ
っ
た
と
の
結
論
に
達
し
て
い
る
。

ll）3
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以
上
に
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
樹
中
君
は
本
論
に
お
い
て
多
く
の

通
説
に
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
同
君
の
こ
の
よ
う

な
研
究
成
果
を
積
極
的
に
評
価
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
通
説
に
対

す
る
挑
戦
で
あ
る
が
故
に
、
学
界
に
お
い
て
論
争
を
引
き
起
こ
す
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
時
に
備
え
て
、
同
君
が
さ
ら
に
研
究
を
深

め
て
い
く
こ
と
を
望
む
。

　
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
南
京
国
民
政
府
時
期
は
国
民
国
家
と
し
て
の

中
国
の
基
礎
を
つ
く
り
出
し
、
そ
の
後
の
中
華
民
国
、
さ
ら
に
は
中

華
人
民
共
和
国
の
発
展
を
も
規
定
し
た
時
期
で
も
あ
る
。
そ
の
意
味

で
、
樹
中
君
の
研
究
が
さ
ら
に
二
〇
世
紀
全
体
の
中
国
政
治
研
究
に

発
展
し
て
い
く
こ
と
を
嘱
望
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
以
上
の
報
告
を
通
し
て
、
審
査
委
員
一
同
は
樹
中
毅
君
提
出
の
研

究
成
果
が
博
士
学
位
（
法
学
、
慶
鷹
義
塾
大
学
）
に
値
す
る
と
判
断

す
る
。
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